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もみがらの豚糞尿による堆肥化について
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（31敷料利用区
1　は　し　が　き

水稲副産物であるもみがらの有効利用と豚糞尿の効率的

処理を図り，水稲と養豚の地域内での有機物の円滑な利用

を促進し，経常の安定化を確立するため，もみがらと豚糞

尿による堆肥の発酵過程について検討した。合せて・もみ

がら堆肥の飼料作物への肥効性も検討した。

2　試　験　方　法

もみがらと豚糞を手作業で混入し，夏期と冬期に堆肥化

すると共に，冬期には更にもみがらを豚房の飲料として用

いた上で堆肥化した。

また，前年度生産したもみがら堆肥による飼料作物の栽

培試験をデントコーン，エン麦で行った0

1日　夏期（7～8月仕込）処理区

区 分 仕 込 月 日 材 料 と 混 合 割 合

A －1 7 月 21 日 も み が ら ， 豚 糞 （重 量 比 1 ：1 ）

A －2 〝　　　 〝 （　 〝　 1 ：2 ）

8 －1 8 月 3 日
もみが ら． 豚 糞 ，尿 素 l）（重 量 比 1 ：1 ）

8 －2 〝
（　 〝　 1 ：2 ）

0 －1

0 －2

8 月 2 1 日

〝

もみ が ら， 豚 糞 ， 尿 素 l）， 発 酵 促 進 剤 2）

（重 量 比 1 ：1 ）

〝　 ●　　 〝　　　　　　　 〝

（　 〝　 1 ：2 ）

注．以下はtl），（21，（3日こ共通

1）尿素は，仕込み時堆肥のC／N比が30～50にな

るようにその量を調整した。

2）発酵促進剤は，1撼当たり1吻投入した。

121冬期（11～12月仕込）処理区

区 分 仕 込 月 日 材 料 と 混 合 割 合

D － 1 11月 17 日 8 － 1 と同 じ

D － 2 〝
8 － 2 と同 じ

E － 1 12 月 2 日
もみ が ら， 尿 素 l）

E － 2 〝
〝　　 〝 ，発 酵 促 進剤 2）

F － 1 12月 2 日 もみ が ら

F －2 ／′
， 発酵 促 進剤

一175一

区分仕込月日 材料と混合割合

G

E

Ⅰ

12月21日

1月21日

1月21日

利用もみがら量280毎，飼養延肉豚頑

数626頭（期間35日）

利用もみがら量460吼　飼養廷肉豚頭

数563頑（期間31日）

利用もみがら量228晦．利用稲わら壷

60吼飼養廷肉豚頭数294頭（期間21日）

なお．堆肥の仕込方法は，11112日31のGについては，

ベニヤ板枠1区1，5滋に仕込み．（3）の江，Ⅰは空豚房に野

積とした。111及び（2）の処理区については，水分調整とし

て，水分率65％になるよう水を補給しながら混入した。

（4）飼料作物栽培試験

場所一場内圃場，作物一春期デントコーン（アズマイエ

ロー），秋期エン麦（アーリクィーン），播種日一春期56・

5．8．秋期56．9．8，区面積－1区1戒（土壌は山土を利

用）．播種量一春期6千粒／108．秋期8毎／108，施肥墨

一春期Ⅳ－P205－K20＝14－14－14吻／108，苦土石灰

50毎／108，区処理一対照区（もみがら堆肥0り108），

試験1区（同左2り108），同2区（同左4り108）・同

3区（同左8り108）で各区3区画実施，収種期一春期56・

8．24～26，秋期56．12．8

3　試験結果及び考察

（11夏期処理日

夏期は気温が高いことから容易に発酵し，その発酵熱も

どの区においても仕込後4～7日でかなりの高温（65～75

℃）で推移し，悪臭の発生もなかった。最も高い発酵熱を

出した区は．8－2区の豚糞の多い尿素を添加したもので

あった。また，第1回目の切返し（温度が弧℃前後で行っ

た。仕込後10～17日日）後も4～7日で50℃以上の温度と

なった。ただし，C－2区については，例外で温度は43℃

までしか上らなかったが第1回目切返し後60℃まで上った。

p出については．表1のとおりで各区とも仕込時8・0～

10．0の間でかなり高いが時間の経過と共に7．3～7t7と中

性に近づいている。堆肥の裔熟度合を見る指操としてのC

／N比は，表2のとおりでC－2区を除き仕込時40～109
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蓑1夏期仕込もみがら堆肥のpII推移

区　 分 仕 込 時
第 1 回

切 返 時

第 2 回

切 適 時
途 中時 最 終 時

l
A

8．5 7．5 8．0 7．9 7．7

2 8．4 7．2 7．9 7．6 7．5

8 1 9．9 9．0 8．1 6．9 7．4

2 9．2 8．9 8 ．0 7．5 7．3

c l 9．4 7．8 8 ．4 7．0 7．3

2 9．3 9．2 7．8 6．4 9．5

蓑2　夏期仕込もみがら堆肥のC／N比推移

区　 分 仕 込 時
第 1 回

切 返 時

第 2 回

切 返 時
途 中 時 最 終 時

l
A

1 0 9 ．1 69 ．6 4 4 ．5 3 8 ．0 36 ．0

2 47 ．0 3 6 ．4 3 1 ．8 2 6 ．1 30 ．1

1
8

5 4 ．6 3 1．5 26 ．8 3 2 ．1 3 1 ．4

2 7 2．5 28 ．8 2 5 ．6 2 4 ．5 2 2 ．3

c l 40 ．8 3 2 ．3 24 ．8 2 7 ．4 3 0 ．5

2 26 ．4 3 3 ，7 28 ．2 2 4 ．3 3 0 ．8

のものが仕上時（最終時）で22～茄とかなり減少し堆肥と

してかなり良い腐熟過程を経過していろ。しか1し，各区と

も炭素の成分率は仕込時お～31，仕上時26～30とほとんど

変化はなく，窒素含有率が大きく変化することによるもの

と推定された。Cノ佃比で最も減少した区は，8－2区であ

り，豚糞に尿素を添加したものである程度窒素成分が多い

ことが原因と判断された。その他の成分としてリンとカリ

については．リンが仕込時0．03～0．22％，仕上時0．003

～0．562％と微量であり各区とも特別な傾向を見られず，

カリは仕込時0．5～0．9％，仕上時0．7～1．2％で若干増加

の傾向が見られた（乾物中％）。

豚糞を重量比でもみがらの1～2倍混入する範囲であれ

ば尿素を若干入れること（1戚当たり2．3～3．5吻投入）

によりかなり良い発酵を得ることができた。しかし，発酵

促進剤についての効果は期待できなかった。

12）冬期処理日

夏斯最も艮かった丑区の処理法について冬期に検討する

と共に豚糞を使用しないもみがらの堆肥化について検討し

た。発酵の状況は，D区（夏期のB区相当）では冬期でも

仕込後5日日で69℃の高温に達し，外気温の影響はなかっ

た。もみがらのみの区では，温度は余り上らず発酵が十分

でなかった。これは，水分調整が難しく，水分率がE，F

区共に亜～55％で発軌こ必要な水分を保てないことが原因

であった。pEは，仕込時，仕上時がD区8．6～9．4，6．8

～8．1，E区9．4～9．5，10．6′〉10．7，f区7．7～8．7．

7．8～8．2であった。C／肘は．同じくD区知～別，32・－

41，E区75～102，67～幻，．F区恥，85～100であった。

リンは，同じくD区0．彷～0．14％，0．17′〉0．24％，E区

0．02，0．002～0．03％，F区0．03～0．鋸％，0．01～0．05％

であったカリは，同じくD区0．5～0．梢，0．5～0．6％．

E区0．亜～0．55％，0．33～0．35％，F区0．38～0．亜％，

0．34～0．42％であった。

13）教科利用区

もみがらを飲料として用いても豚体に異常はなく発育も

順調であった。もみがらの投入量は豚体が汚れない程度に

投入し，一定の量まで豚房に堆積しておいたものを堆肥化

したが，各区共に発酵は順調であり，仕込後6～10日日で

最高温度（69～72℃）に達している。各区とも水分は多く

67～乃％となっており，飲水等がこぼれたものと思われる

が水分率を蒔　位にする必要があった。各区の成分につい

ては，仕込時．仕上時（丑，Ⅰ区は仕込後1～2か月日）

でp上目ま0区8．6，7．8，8区9．0．8．8，Ⅰ区8．9，8．9，

C／N比は0区15．9，お．2，Ⅱ区22．4，か．4，1区刀．5，

21．0，リンは0区0．55％，0．70％．E区0．59％，0．35％，

Ⅰ区0．75％，0．34％，カリは0区1．4％，1．4％，工区1．0

％，1．摘．Ⅰ区1．5％，1．8％であった。各区とも豚糞尿

が多量にあるため窒素成分が増し，C／Nがかなり小さい

値となった。

14）飼料作物栽培試験

生産量は表3のとおりであり，もみがら豚糞堆肥の施用

効果はかなり大きいものがあった。なお．利用した山土の

成分は，pH5．1（E20），NO．07％，00．亜欄，萌植0．82

％，有効燐酸0．27呼／100タ，置換性塩基（呼／100才）－C80

33．7，址gO72．0，且20孤7，が82012．9と極めて肥料成

表3　飼料作物生産収量（現物）（108当たり吻）

誌 ト　ウモ　ロ　コ　シ エン麦

茎葉重 職橙重 計 生産収量

O f／108 2．604　1．324 3．928 （100） 717 （100）

2 3，760　2，052 5．812 （1亜） 843 （118）

4 4．302　2．382 6，684 （170） 960 （134）

8 4，684　2．610 7，294 （186） 1，036 （144）

4　ま　　と　　め

もみがらを豚糞尿と混入して堆肥を造成するには，もみ

がらの持つ特徴，特に保水性の不良なことに注意し行うの

であれば夏期，冬期に関係なく十分な発酵をえた堆肥を生

産できる。この際・もみがらを破砕する必要性はなく，労

力の省力化の点からは，もみがらをそのまま敷料として利

用した上で堆肥化することが効果的である。このようにし

てできたもみがら堆肥は・肥料成分も豊富であり，土壌の

地力増進のための有機物肥料として十分な価値がある。


